
平成24年度，吉田小学校では，算数科の学習指導
について先生方で授業研究を進めています。先生方
同士で互いに算数科の授業を見合い，子どもたちの
理解を進めるためにはどのような工夫や改善が必要
か研究をしています。
今回は，三つの学年を紹介します。１年生は長さ

比べの授業を行いました。長さの違う鉛筆やひもの
長さを比べるときの比べ方について学習を進めまし
た。それぞれの端をそろえて比べることが大切であ
ることを理解しました。ハンカチの縦と横の長さを
比べるにはどうしたらよいか，頭をひねっていまし
たが，アイデアを出して比べることができました。
基本的な事項をしっかりと押さえ，さらに，子ども
た ち同 士 が 互

いに考えて解決方法を見つけ出していく場を設定す
ることの大切さを互いに研修しました。４年生は，
割り算の計算の仕方についての授業を参観しまし
た。割られる数と割る数をおよその数に見立てて商
の見当を付けてから計算をすること，見当が違った
ときには，商を小さくして計算するのか，あるいは
大きくして計算するのか，余りの大きさに注目して
見通しを立てることができるようにする学習でし
た。商の見当をつけ計算していく中で，余りが大き
くなったときに商をさらに１大きくして計算するこ
とを見つけることできるようになりました。子ども
たち同士が学び合いながら理解を深めていくことの
大切さを感じた授業でした。

， 。６年生は およその面積を見つけ出す学習でした
， ，千波湖の面積をどのように求めるか 基本単位の面積分がいくつあるか数えて求める方法

大まかな図形と見て求積方法を利用して求める方法などアイデアが出ました。様々な考え
を出し合い一番簡単で合理的な求め方を見つけ出していきました。いろいろな考えを出し
合い話し合っていく中で，より合理的（一番良い方法）な考えをまとめていく場面が見ら
れました。

10月18日（木）に児童会主催による陸上記
録会壮行会が行なわれました。５年生の有馬
さんからは，児童代表として応援と励ましの
言葉が述べられました。また，６年生を代表
して○○さんからは 「今までの練習の成果，
を出し切れるよう頑張ります 」という決意。
の言葉が述べられました。
５年生を中心に応援団が結成され，威勢のよい応援が体育館に響き渡りました。１年生

から５年生までの児童は，６年生を応援するとともにやがて何年後かに自分も参加するこ
とを思い描きながら応援団と一緒に６年生に声援を送りました。
大会は23日（火）にＫ'sスタジアムで行われます。三中ブロックの10の小学校の児童が

参加し，いろいろな種目で競技が繰り広げられます。６年生は，９月の中旬からこの日に
向けて早朝の練習や放課後の練習を続けてきました。全員が自己新記録を目指して全力を

。「 」 。出し切ってほしいなと思います 吉田っ子魂 が随所に見られることを期待しています
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